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～ スマートメーターとスマートグリッド通信 ～
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本日の講演内容

 はじめに

 電気事業を取り巻く環境

 スマートメーター

 スマートグリッド通信
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九州電力の組織図（概要）

本店（15本部）

各支社（9支社）
北九州・福岡・佐賀・長崎

大分・熊本・宮崎・鹿児島・東京

原子力発電所【2】、汽力発電所【8】、
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配電センター【8】
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その他本部直轄部署【12】

【 】は事務所数

戦略企画Ｇ

他、（情報）１２グループ、（サイバーセキュリティ対策室）２グループ
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通信計画Ｇ

通信ネットワーク運用・管理Ｇ

通信技術Ｇ

スマートグリッド通信Ｇ

原子力通信Ｇ

ICTソリューションＧ

情報通信本部

･･

電子通信
情報システム
サイバーセキュリティ

H28.4.1 現在



電子通信システムの役割① 5

○電力供給に直接関係する『電力保安用通信』と社内業務の効率化に寄与する

『一般業務用通信』に大別される



電子通信システムの役割② 6

○ 電気は発生即消費という特徴を有しているため、電子通信システムを用い発変電所

の各種情報を確実、迅速に伝送することで、電力の安定かつ効率的な供給を実現



電子通信システムの概要

全社ＯＡ
システム

テレビ会議システム

OPGW

電子交換機

ＩＰ機器

電子交換機

ＩＰ機器

全社パソコン

テレビ会議

ﾃﾚｺﾝ

社内放送
（ＴＶ）

社内放送システム

自動給電ｼｽﾃﾑ

変電所

ダム総合管理システム

移動無線システム

映像監視ｼｽﾃﾑ

発電所

水力発電所

ＩＰ機器

ＩＰ機器

無線基地局

光ケーブル

光搬端 光搬端

伝 送 路伝送制御機器 伝送制御機器

無
線
機

搬

端

無
線
機

搬

端

ﾏｲｸﾛ無線

給電指令台電話システム

給電指令台電話

光搬端 光搬端

遠方監視制御ｼｽﾃﾑ
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電力保安用通信システム

一般業務用通信システム

九電網

QTNet網

光搬端 光搬端

OPGW

光ケーブル

光搬端 光搬端



当社が保有する通信ﾈｯﾄﾜｰｸ(マイクロ波多重無線) 8

￮ 主に６．５ＧＨｚ,７．５ＧＨｚ,１２ＧＨｚ帯の電波を使用

￮ 全九州を網羅するため,約１７９局（２１９区間）の無

線局を配置 H28.4.1現在



当社の電波利用システムの分類

分類 無線システム 周波数 用 途 備 考

免
許
要

自営
固定多重

（マイクロ無線）

6.5GHz,7GHz,  
12GHz

基幹系の情報伝送

自営
単一通信路無線

（固定１ｃｈ）

70MHz
ダム総管

(雨量、水位など)

400MHz 移動無線のアプローチ

自営 移動無線 400MHz,150MHz 送電線､配電線の保守用

サービス 衛星通信 15GHz
･非常災害の映像伝送など
･離島事業所の情報連絡

サービス 携帯電話
携帯事業者回線

(LTE,WiMAX)

配電用モバイル端末
携帯電話

スマートメーター
（Ａルート）

免
許
不
要

自営 特小無線 920MHz
スマートメーター

（Ｂルート）

自営 無線ＬＡＮ 2.4GHz
社内PC(一部),タブレッ
ト端末,ドローン

自営 ＰＨＳ内線電話 2GHz 社内電話
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電気事業を取り巻く環境

出典：九州電力「個人投資家向け説明資料」

【全面自由化】
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②電力小売全面自由化



電気事業を取り巻く環境

出典：経済産業省 第8回 制度設計WGより抜粋

【法的分離】

12

o送配電部門の中立性の一層の確保から、送配電を行う会社を電力会社とは切り離し

別会社とする｢法的分離｣に向け準備が進められている。

o｢法的分離｣には｢持株会社方式｣または｢発電・小売一体方式｣をベースに検討が進め

られている。
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何故、スマートメーターが必要か？ 14

送配電部門
の

法的分離

【第１段階】
（広域的運営推進機関の設置）

２０１５年４月設立2013年4月2日
閣議決定

【第２段階】
（小売参入の自由化）

２０１６年目途

【第３段階】
（送配電の中立化、料金規制の撤廃）

２０２０年目途

広域的運営推
進機関設立

＜電力システム改革の工程＞

（※２０１５年目途：新たな規制組織）

2013年
11月13日

第
１
弾
改
正

第
３
弾
改
正

第
２
弾
改
正

第
２
弾
改
正
法
案
成
立

2014年
6月11日

電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
改
革
方
針

第
１
弾
改
正
法
案
成
立

小売全面
自由化

（参入自由化）

○ 第２段階（２０１６年目途）の小売全面自由化後、多様な料金メニューや電力会社の選択が可能となる

など、需要家の選択肢が拡大。

○ 域外地域の電力会社や新電力が遠隔で電力使用量(同時同量)を確認するためにはスマートメーター

が不可欠である。

様々な料金メニューの選択や、電力会社の選択を可
能に

料金規制の
撤廃

（経過措置終了）

料金規制の
経過措置期間
（国が競争状況を

レビュー）

※出典：スマートメーター制度検討会資料をもとに作成



スマートメーターの全体像と効果① 15

○ スマートメーターとは電力会社・お客さまへの双方の通信機能を備えた電力メーター。

○ スマートメーターにより電気の使用状況をきめ細かに把握することができるので、電力使用

量の見える化や、多彩な料金メニューの設定が可能。

○ また、スマートメーターの導入により、提供されるエネルギー使用情報（ビッグデータ）を

活用した新しいサービスやビジネスの創出も期待。

＜スマートメーター及び関連システム全体像・効果のイメージ＞

①：業務効率化のための遠隔検針・開閉 ②：需要家による省エネ・省CO２のためのデータ活用

③：系統安定化のための需要家側の機器制御

電力会社（送配電）
スマート
メーター

需要家

Ａ Ｂ

Ｃ

停止･停解，契約変更

電力使用量(30分値)等
情報提供要請（随時）

小売事業者 民間事業者
（第三者）

HESMDMS

需要家

電力需要
（万kW）

9時 15時 23時 時間帯

0

5,500

4,500
今夏の
供給力

夏季
ピーク

＜電力需要のピークカット・ピークシフト＞

※Energy Management System

＜電力使用量の見える化・家電制御＞

ＥＭＳ※

電力使用量(30分値)等

出典：ｽﾏｰﾄﾒｰﾀｰ制度検討会



スマートメーターの全体像と効果② -当社における導入効果- 16

ｏ検針業務の改善

・目視(現場)検針→遠隔検針による業務効率化

・検針困難箇所での訪問作業の解消

ｏ契約業務の改善

・遠隔開閉による業務効率化

・契約変更に伴うメーターの遠隔設定

ｏ工事の品質向上

・アーク災害の防止、取替作業の効率化

システム構成

ｏ太陽光などの分散型電源の負荷
発電状況の把握

お客さまサービスの向上

託送関連業務の改善・効率化

スマート
メーター

ｏ電気使用状況の見える化

・料金メニューの多様化と
デマンドレスポンス(需要抑制）

ｏ省エネコンサルなどのご提案

・お客さまへの電気の使い方のお知らせによる
節電、節約意識の向上

ｏ低圧停電範囲等の把握による早期復旧

・お客さま個別の停電把握による迅速な復旧対応

 
1

2 ＨＥＭＳ 家電製品

ＥＶ 蓄電池

太陽光発電

将来の業務高度化とサービス向上

ｏスマートメーターとHEMS連系に
よるデマンドレスポンス
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〔時〕

〔
Ｗ
〕

22001100//1122//1100  1155：：3300  当当日日累累計計発発電電量量：：88,,332299WWhh  

当当日日累累計計消消費費量量：：77,,994444WWhh  

当当日日累累計計売売電電量量：：33,,775555WWhh  
発発電電実実績績：：    当当日日／／    前前日日  

消消費費実実績績：：    当当日日／／    前前日日  

中継装置（電力線搬送）

【ＰＬＣ遠隔検針】

公衆無線
回線網

【無線遠隔検針】

当社事業所

当社通信網
を有効活用

遠隔検針・開閉装置

光ケーブル

配電線

通信サーバ

公衆
回線網

ｏ負荷状況把握による系統全体と
しての電圧管理適正化

ｏ負荷管理精度向上による変圧器
容量適正化等の設備投資抑制

ＭＤＭＳ

データ
連係

 

ＨＥＳ

出典：スマートメーターの原価参入について（H25）を一部加工



17スマートメーター関連システムの全体概要

※１ HES (Head End System)        ：データ収集及び通信制御を行い、取得したデータをＭＤＭＳへ送信する
システム

※２ MDMS(Meter Data Management System) ：ＨＥＳなどから受信したデータを蓄積、データの提供先ごとに仕分・送信、
検針値の欠測を監視し必要に応じた補完等を行うシステム

○ 平成２８年４月からの小売全面自由化に向けたスマートメーターの本格導入開始にあたり、

「約８００万台のデータ収集・制御の確実な実施」、「２４時間３６５日運用」等、高い信頼性を持つ

システム構築を完了（2月22日運用開始）。

○ 構築にあたっては、平成２６年度に公募型ＲＦＰ（Request For Proposal)を実施

③運用管理ｼｽﾃﾑ②通信ｼｽﾃﾑ

ＤＲ

営業

配電

ＭＤＭＳ

④その他連係先

ＨＥＳ

新電力
ほか

※２※１

①ｽﾏｰﾄﾒｰﾀｰ

HEMS

ＷＡＮ

ＦＡＮ
光ﾌｧｲﾊﾞ網

WiMAX網

携帯網

ＰＬＣ

（ﾒｰﾀｰまわりの通信NW）

１：Ｎ無線
（WiMAX、携帯等）

PLC方式

無線方式

託送

スマートメーター関連システム（公募型ＲＦＰ範囲）

使用量ﾃﾞｰﾀ
等提供

（Ｂルート）



～H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

単年 80 85 85 109 101 100 89 79

特小無線

WiMAX

PLC

LTE

導入台数
（万台）

項目

通信方式

フェーズ
▼本格導入開始（H28/3）▼RFP実施

開発・導入

開発・試験

独自 RFP

開発・試験

▽H28/4

導入状況と今後の計画 18

（計画台数）

※「第１５回スマートメーター制度検討会」公表資料より

※

▽H28/3

試験導入

開発・導入

開発・導入

本格導入

本格導入

本格導入

文言修正

○平成２７年度までに既設方式のスマートメーター（ＷｉＭＡＸ）を導入。

○平成２８年度からＬＴＥ方式を中心に８０万～１００万台/年のスマートメーターを平成３５年
度まで導入予定。

○最終的に、平成３５年度までに、約810万台のスマートメーターを導入する予定。



スマートメーターの通信方式 19

○ Aルート方式

o 電力会社とスマートメーター間通信

o 通信方式の選定にあたっては、地域特性、メーター設置環境、コスト、国際標準の採

用、セキュリティなどを考慮して実施

【通信方式の種類】

o 現在、各電力会社で適材適所の通信方式として採用している方式は以下の3種類

・ 無線マルチホップ（920MHｚ無線、無線LAN）

・ PLC（G3） ※無線方式が使用できない箇所に適用

・ 携帯（１：N方式〔３G、LTE〕）

○ Bルート方式

o スマートメーターとHEMS間通信

o 各電力で採用している通信方式は920MHz無線（Wi-SUN）、PLC方式



о Ａルートの通信方式は、ＲＦＰ結果よりＬＴＥ方式を主体に、適材適所で通信方式を選定

通信事業者サービスエリア

光回線網

［1:N無線エリアで、集合住宅等

電波の入りにくい箇所］

・PLC方式
中継装置

ＭＤＭＳ

データ連係

ＨＥＳ [1:N無線エリア]
・LTE通信方式
・WiMAX通信方式

公衆無線
回線網

中継装置

通信事業者サービスエリア
（電波の入りにくい箇所）

当社

通信事業者サービスエリア外
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h
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W

h

特小無線（920MHz）

 

 電力線

電力線

光ケーブル

特小無線（920MHz）

中継装置

当社スマートメーターＡルートの通信方式



特定小電力無線（920MHz無線）の活用

k

W

h

k

W

h

k

W

h

k

W

h

920MHz
 

 

機 能 利用目的 イメージ

①Ｂルート機能

（ＨＥＭＳ通信）

・SMで計測した電力使用量などをリアル

タイムでHEMSとﾃﾞｰﾀ通信する際に利用

・利用にあたっては電力会社への申込み

とデータ受信する機器（HEMS）が必要

②迂回検針機能

【当社独自】

・LTE通信サービス提供エリアを補完す

るため、近隣のLTE通信中のSMに経由

して遠隔検針を行う際に利用

・LTE通信中から圏外となった際、最寄

にLTE通信中のSMがあれば自動で接続

③現地検針

（ハンディーターミ
ナル通信）

・Aルート無しSMの検針/月1回時のデー

タ取得として利用

・全通信方式のSMの初期設定（時刻併せ

など）として利用

LTE通信可

920MHz

LTE通信不可

LTE通信不可

LTE通信不可

920MHz

920MHz

HEMS

SM
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22

省エネコンサルティングサービス
家電の使い方サービス
家電の販売促進保守サービス
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〔時〕

〔
Ｗ
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22001100//1122//1100  1155：：3300  当当日日累累計計発発電電量量：：88,,332299WWhh  

当当日日累累計計消消費費量量：：77,,994444WWhh  

当当日日累累計計売売電電量量：：33,,775555WWhh  
発発電電実実績績：：    当当日日／／    前前日日  

消消費費実実績績：：    当当日日／／    前前日日  

高齢者見守りサービス
子供見守りサービス

宅内機器見守りサービス

ＯＮ／ＯＦＦ

時間

電
気
使
用
量

通常

実測

通常と異なる電力使用パターン↓ 

異常

見える化

エアコン

電気自動車
蓄電池

太陽光

省エネ機器

Ｂルート

ＨＥＭＳ

スマート
メーター

Ｂルートの活用事例

о Ｂルート通信により個々の宅内家電の電気使用量が把握できるため、省エネコン

サルティングをはじめとして、家電アドバイスや見守りサービス等、多様なサー

ビスへの展開が期待できる。

電力使用量の見える化



(参考） 実証事業①ＨＥＭＳデータ利活用

ＨＥＭＳ普及促進、一般家庭における経済性の高いエネルギーマネジメントの実現に向け、

多数のＨＥＭＳを一元定期にクラウド管理し、電力利用データの利活用を推進する大規模

ＨＥＭＳ情報基盤を整備

第4回HEMS-TF事業促進SWG(2014/11/21)iエネコンソーシアム報告内容
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(参考）実証事業②Ｂルートを活用したＤＲ制御 24

※出典：早稲田大学 ＥＭＳ新宿実証センター プレス資料を一部加工



時間単位の使用量表示

電力使用量見える化サービス（キレイライフプラス） 25

o 当社はH28年4月よりお客さまサービス向上等のため、当社ＨＰで電力使用量の

見える化の取組みとして｢キレイライフプラス｣サービスを開始

・使用量表示、使用量超過メール通知、電気料金表示 等

o 今後一人暮らしの親御さま見守りとして、30分値異常を検知してお客さまに通知

するサービスを検討中



本日の講演内容

 はじめに

 電気事業を取り巻く環境

 スマートメーター

 スマートグリッド通信

26



スマートグリッドの概念 27

水力

系統用蓄電池

揚水

原子力 火力

風力

メガソーラー

工場

運転箇所(給電指令所)

BEMS／FEMS

コジェネ蓄熱器 蓄電池 生産ﾗｲﾝ

照明

空調

ビル
工場

小規模太陽光

風力

蓄電池

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

〔時〕

〔Ｗ
〕

2010/12/10 15：30当日累計発電量：8,329Wh

当日累計消費量：7,944Wh

EVｽﾏｰﾄﾒｰﾀ

太陽光

HEMS
123,456 ｴｺｷｭｰﾄ

蓄電池

HEMS

家庭

ビル/工場

変電所
変電所

CEMSなど

電力ネットワーク

通信ネットワーク

従来からの集中型電源と送電系統の一体運用に加え、情報通信技術の活用により、太陽光発電など

の分散型電源や需要家の情報を統合・活用して、高効率・高品質、高信頼度の電力供給システムの

実現を目指すもの

※出典：スマートメーター制度検討会報告書



電力用通信ネットワークの拡大（イメージ） 28

スマートグリッド通信ネットワーク

無線

一般業務用通信ネットワーク
（ＩＰ統合網）

〔本店〕

〔支社〕

〔営業所〕

〔変電所〕

〔支社〕

OPGW

〔支社〕

光ﾌｧｲﾊﾞ

〔営業所〕

マイクロ無線

PLC

〔変電所〕

〔変電所〕

〔変電所〕

〔水力発〕

〔原子力発〕

〔火力発〕

無線

光ファイバ

無線 〔姪浜DC〕

スマートグリッド
共通通信基盤

電力保安用通信ネットワーク

業務の改善・効率化

‐遠隔検針

将来の業務高度化

‐需要家装置制御

‐太陽光、蓄電池制御

各種センサ情報収集

‐風速、発電量等

お客さまｻｰﾋﾞｽ向上

‐ＨＥＭＳ連係

‐低圧停電範囲等の把

握による早期復旧



断線表示

中央給電指令所 電力所・営業所

スマートグリッド共通通信基盤

現時点
想定Ｎ
時間

太陽光

供給設備
（原子力,火力,
揚水）

供給設備
（原子力,火力,
揚水,太陽光）

需給変動予測

電子通信
データ収集

稼動データ

予兆パターン

￮故障予
兆監視

￮予防保
全

データマイニング

スマートグリッド通信システム（イメージ） 29

発電所 再生可能エネルギー

 
1

2

 
1

2
送電線

配電線

ｺﾝｾﾝﾄﾚｰﾀ

SM

SM計測データ
（雨量、水位など）

センサー
（風速、温湿度、
加速度など）

電圧調整

センサー
（電圧監視）

計測データ
（日射量など）

出力抑制

電力量（30分検針
値）の計測

通信装置

パワコンパワコン

SGADP

データ収集 統計分析

回線登録・管理

セキュリティ

データベース端末管理

スマートグリッド通信ネットワーク



30

システム 概 要
伝送媒体

設置場所
ＷＡＮ 近距離通信

地中送電
線監視

o 地中送電線設備の保全は外部点検が主体。

o センサー技術を活用することで地中送電設備の

異常兆候を迅速に把握することで事故の未然防

止を図る

ＬＴＥ
920MHz

(ﾏﾝﾎｰﾙ～配
電柱)

ﾏﾝﾎｰﾙ
配電柱

無線鉄塔
状態監視

o 無線鉄塔に加速度センサと風向風速計を設置す

ることで、振動量及び風向・風速データを収

集・分析し、無線鉄塔設備の安心・安全ならび

に修繕費の削減を図る

３Ｇ
※LTE化も

検討

920MHz
(鉄塔～
局舎)

無線鉄塔、
局舎

送電線保
守情報

o 送電線の事故時に故障箇所を判別して光ファイ

バにより伝送することで保守業務の迅速化を図る 光 － 送電鉄塔

風観測

o 送電線鉄塔上部に風速計を設置して、風速デー

タを携帯回線で伝送
３Ｇ － 送電鉄塔

スマートメーター以外のＭ２Ｍシステム取組み状況



活用事例①地中送電線監視

計測装置
（電源含む）

ｹｰﾌﾞﾙ変位計

水位センサ

電流ｾﾝｻ

水位センサ

水位センサ

伝送装置
（子）

スマートグリッド
通信ネットワーク

マンホール

地中送電線

データ表示端末

データ表示端末

920MHz
無線通信

ＳＧ基盤

姪浜ＤＣ

【センサー情報】
・クロスボンド電流
・ケーブル移動量
・水位

IF基盤 920MHz
無線

伝送装置
（親）

920MHz
無線

ＧＷ

LTE

SGADP

クラウド

31

地中送電設備の状態監視を目的として、センサー技術を活用して、保全業務の高度化、

効率化を実施



活用事例②無線中継所鉄塔状態監視 32

若松無線中継所（北九州管内）

加速度センサ
（920ＭＨｚ無線搭載）

無線ユニット
（子機）

ソーラーパネル 気象観測装置
上部

中部

下部

鉄塔取付け

中継所建屋内

無線ユニット
（親機）

クラウド

３Ｇ－ＧＷ

ニシム電子工業

データ収集

無線中継所の無線鉄塔の経年化に伴う修繕等において、IoT技術の活用によるＣＢＭ

（状態保全）の実用化に向けてグループ会社のニシム電子さまと共同で検証・評価を実

施中

920MHz
無線通信



まとめ

(１)電波（小電力無線）の利用

・ 当社では電力の安定供給を支える電力保安用通信として、従来よりマイクロ

無線をはじめとした様々な無線システムを構築・導入

・ 平成28年3月からスマートメーターの本格導入を開始。通信方式として、Aル

ートはLTE方式、Bルートは920MHz無線方式を主体に適材適所に選定

(２)メーターデータの利活用

・ 当社は電力使用量の見える化（キレイライフプラス）サービスやスマートメ

ーターで計測したデータをお客さま宅内のＨＥＭＳに提供するＢルートサー

ビスを開始

・ 今後、さまざまなプレイヤーによるビックデータを活用した新たなビジネス

が本格化

(３)ＩｏＴへの取組み

・ 当社はスマートメーターをはじめとした様々なスマートグリッド関連システ

ムを収容できる共通基盤（スマートグリッド共通通信基盤）を整備

・ 今後は、スマートグリッド通信ネットワークの拡大とSGADP（センサ端末）に

よる各種センサー情報の収集などIoT技術を活用したデータの蓄積・分析によ

る保全業務の高度化・効率化を推進

33



ご清聴

有難うございました
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